
ながす議会だより
No.1
47

令和３年
第３回（９月）定例会、第１回臨時会
一般会計等決算認定
～コロナ禍のくらしに全力支援～ ②～⑦
一般質問　６人が登壇し町政を問う ⑧～⑬
新議会体制スタート ⑭～⑰
町民のひろば ⑱

長洲町議会ホームページ
過去の議会だよりや会議録を
ご覧いただけます。

実
り
の
秋
に

感
謝
。



認
定

９月６日～９日

議会費、消防費、商工費、災害復旧費
2.4％

議会費、消防費、商工費、災害復旧費
2.4％

地方消費税交付金等
4.5％

地方消費税交付金等
4.5％

衛生費
3.3％
衛生費
3.3％

農林水産業費
4.6％

農林水産業費
4.6％

教育費
5.1％
教育費
5.1％

町税
19.2％
町税
19.2％

寄附金
8.1％
寄附金
8.1％

繰入金
1.5％
繰入金
1.5％

諸収入
4.2％
諸収入
4.2％

国庫支出金
30.8％
国庫支出金
30.8％

地方交付税
17.5％
地方交付税
17.5％ 県支出金

8.1％
県支出金
8.1％

町債
6.1％
町債
6.1％

公債費
5.4％
公債費
5.4％

総務費
40.5％
総務費
40.5％

民生費
27.5％
民生費
27.5％

土木費
11.1％
土木費
11.1％

議会費、消防費、商工費、災害復旧費
2.4％

議会費、消防費、商工費、災害復旧費
2.4％

地方消費税交付金等
4.5％

地方消費税交付金等
4.5％

衛生費
3.3％
衛生費
3.3％

農林水産業費
4.6％

農林水産業費
4.6％

教育費
5.1％
教育費
5.1％

町税
19.2％
町税
19.2％

寄附金
8.1％
寄附金
8.1％

繰入金
1.5％
繰入金
1.5％

諸収入
4.2％
諸収入
4.2％

国庫支出金
30.8％
国庫支出金
30.8％

地方交付税
17.5％
地方交付税
17.5％ 県支出金

8.1％
県支出金
8.1％

町債
6.1％
町債
6.1％

公債費
5.4％
公債費
5.4％

総務費
40.5％
総務費
40.5％

民生費
27.5％
民生費
27.5％

土木費
11.1％
土木費
11.1％

歳出

99億
159万円

歳入

100億
904万円

歳入 100億904万円

歳出 99億159万円

　町長から提案された条例、決算、補正予算、人事等の15件と、
議員提案２件を審議し、すべて原案のとおり可決した。

使いました
※令和３年３月31日現在の総人口（15,823人）から算出

町民一人当たり

約51万円
特別会計・企業会計の決算額　　　　　　   ※金額は端数処理しているため合わない場合あり

令 和 ２ 年 度 一 般 会 計 決 算

コロナ禍のくらしに全力支援

こんな事業に注力！

GIGAスクール事業
（小中学校に１人１台の

タブレット端末を整備）

大学生・ひとり親支援

旅館飲食、理・美容

農業・養魚・漁業支援

避難所等感染対策支援

ワクチン接種助成等々

企業会計名 収　　入 支　　出 収支の差額

水道事業
収益的収支 2億4030万円 2億3204万円 825万円

資本的収支 0円 9182万円 △9182万円

下水道事業
収益的収支 8億7465万円 8億1578万円 5886万円

資本的収支 3億6797万円 6億7330万円 △3億533万円

特別会計名 歳　　入 歳　　出
翌年度への繰
越すべき財源

実質収支額 
（差引額）

前年度 
実質収支

単年度収支

国民健康保険 20億6455万円 20億2851万円 0円 3605万円 6363万円 △2758万円

介護保険 17億5368万円 17億2925万円 0円 2443万円 2806万円 △363万円

後期高齢者医療保険 2億2177万円 2億2104万円 0円 72万円 79万円 △7万円

定 例 会
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長洲町の財政状況
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経常収支比率　95.2％
　経常収入（収益）に対する経

常支出（費用）の割合。

　比率が高いほど、臨時的な経

費に使用できる一般財源が少な

い。

財政力指数　0.55
　財政力を示す指標で、過去３

年間の平均値。1.00以上にな

ると財政が豊かであるとみなさ

れ、交付税は交付されない。

健全化判断比率 　　長洲町は早期健全化基準を下回っており、健全である。

項目 内容 平成
30年度

令和
元年度

令和
２年度

早期健全化
基準

実質赤字比率 一般会計の赤字額の比率 － － － 15.0％

連結実質赤字比率 特別会計を含めた赤字額の比率 － － － 20.0％

実質公債費比率 実質的な借金の返済額の割合 9.1％ 7.6％ 7.6％ 25.0％

将来負担比率 将来の負担割合 60.3％ 47.0％ 41.5％ 350.0％

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

主
な

質
疑

問
（
大
森
議
員
）

国
庫
補
助
金
の
未
済

額
で
あ
る
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
は
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
か
。

答
（
建
設
課
長
）

道
路
整
備
と
住
宅
整

備
に
か
か
わ
る
事
業
に
使

わ
れ
た
。

問
（
竹
本
議
員
）

社
会
福
祉
事
業
補
助

金
の
２
５
０
０
万
円
は
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

ふ
れ
あ
い
地
区
社
協

活
動
や
一
人
暮
ら
し
の
見

守
り
活
動
、サ
ロ
ン
活
動
、

外
出
支
援
、
買
物
支
援
等

に
充
て
て
い
る
。

実質赤字額または連結実質赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率には数値なし。

定 例 会
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討 論
一　　般　　会　　計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 特 別 会 計

事
業
の
取
捨
選
択
を

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
推
進

（
大
森
議
員
）

　

き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
は
、

土
日
祝
日
の
運
行
が
な

い
。
地
域
か
ら
の
要
望
も

あ
る
た
め
改
善
す
べ
き
で

あ
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
は
、
も
っ
と
町
民
の

要
望
に
応
え
る
べ
き
で
あ

る
。
港
湾
の
整
備
は
町
の

負
担
割
合
が
高
く
、
町
民

（
福
本
議
員
）

　

歳
入
で
は
、
特
に
ふ
る

さ
と
納
税
が
こ
こ
数
年
非

常
に
伸
び
て
い
る
。
財
政

面
だ
け
で
な
く
町
の
Ｐ
Ｒ

に
も
な
っ
て
お
り
、
引
続

き
事
業
を
継
続
し
て
ほ
し

い
。

　

歳
出
で
は
、
赤
田
・
上

沖
洲
線
の
延
伸
、
指
定
避

の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

今
後
、
コ
ロ
ナ
対
応
、
異

常
気
象
に
よ
る
災
害
発
生

や
本
格
的
な
少
子
高
齢
化

の
到
来
を
考
え
、
事
業
の

取
捨
選
択
に
よ
り
無
駄
な

コ
ス
ト
を
な
く
し
な
が
ら
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
わ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
も
ら
い
た
い
。

難
所
の
空
調
設
備
の
更

新
、
外
国
人
相
談
窓
口
の

設
置
等
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
事
業
の
推
進
が
で
き
た

こ
と
は
評
価
す
る
。

　

今
後
は
社
会
保
障
費
の

増
加
に
も
対
応
し
た
取
組

等
、
住
民
の
福
祉
の
向
上

に
向
け
た
支
援
を
期
待
す

る
。

反　

対

反　

対

反　

対

賛　

成

賛　

成

賛　

成

（
大
森
議
員
）

　

無
収
入
の
子
ど
も
か
ら

税
を
徴
収
す
る
均
等
割
は

子
育
て
支
援
の
面
で
問
題

で
あ
り
、
無
く
す
べ
き
で

あ
る
。

（
大
森
議
員
）

　

75
歳
で
強
制
的
に
加
入

す
る
制
度
だ
が
、
高
齢
者

は
医
療
費
が
か
か
る
た
め

負
担
が
大
き
い
。
年
金
は

下
が
る
傾
向
に
あ
り
、
高

齢
者
か
ら
の
賛
同
は
得
ら

れ
な
い
。

（
前
田
議
員
）

　

昨
年
度
に
引
続
き
黒
字

と
な
り
安
定
的
運
営
が
で

き
て
い
る
。
６
月
の
集
団

健
診
を
12
月
に
日
数
を
増

や
し
て
行
う
等
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
町
民
の
健
康
増
進

に
向
け
て
事
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
町
民
に
寄

添
っ
た
取
組
や
医
療
費
の

適
正
化
推
進
が
、
安
定
し

た
国
民
健
康
保
険
の
運
営

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

（
浦
邊
議
員
）

　

医
療
費
は
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
町
は
保
険
料
徴

収
事
務
や
一
般
会
計
か
ら

の
適
正
な
繰
入
で
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

円
滑
な
運
営
に
寄
与
し
、

持
続
可
能
な
医
療
制
度
を

確
保
し
て
い
る
。
町
民
の

窓
口
と
し
て
も
必
要
な
事

務
を
行
い
、
役
割
を
十
分

果
た
し
て
い
る
。

思
い
切
っ
た
少
子
化
対
策
を

制
度
に
問
題
あ
り

町
民
に
寄
添
っ
て
い
る

円
滑
に
運
営
し
て
い
る

定 例 会
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一
般
会
計
補
正
予
算

歳
出

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入

問
（
福
永
議
員
）

六
栄
小
学
校
体
育
館

の
設
計
業
務
は
、
交
付
税

措
置
が
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
起
債
で
は
な
く
一
般

財
源
で
支
払
う
べ
き
で
は

な
い
か
。
不
足
額
と
し
て

将
来
の
世
代
に
負
担
を
残

す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

答
（
総
務
課
長
）

今
後
、
工
事
費
と
合

わ
せ
て
国
庫
補
助
の
対
象

に
な
れ
ば
起
債
の
対
象
に

な
る
。
基
金
や
予
備
費
か

ら
の
支
出
と
比
べ
、
ト
ー

タ
ル
的
に
安
い
と
判
断
し

た
。

問
（
大
森
議
員
）

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
看
板
は
、
た
め
池

に
い
く
つ
つ
け
る
の
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

特
定
た
め
池
21
ケ
所

に
、
１
ケ
所
に
つ
き
２
つ

設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
（
宮
本
議
員
）

名
石
浜
緑
地
公
園
の

遊
歩
道
の
修
繕
は
何
ケ
所

行
う
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

遊
歩
道
の
隆
起
等
が

発
生
し
て
い
る
箇
所
を
含

め
16
ケ
所
で
あ
る
。

さらに防災強化へ
２億7598万円追加令和３年度一般会計補正予算

5124
万円

2148
万円

2148
万円

※イメージ写真

産地生産基盤
パワーアップ事業

麦収穫の増大を目指し、
農業機械の購入やリース
に対する補助を行う

新型コロナウイルス
感染対策事業

ワクチン接種業務に
おける委託料等

防災拠点構築事業

防災倉庫及び資器材
の整備、その維持運
用の人材育成

六栄小学校体育館

主
な

質
疑

定 例 会
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専
決
処
分

 
熊
本
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
規
約
の
一

部
変
更

　
「
く
ま
も
と
県
北
病
院

機
構
設
立
組
合
」
を
「
玉

名
市
玉
東
町
病
院
設
立
組

合
」
に
改
め
る
も
の
。

 

人
事
案
件

農
業
委
員

杉
本
和
明
氏
（
向
野
区
）

 

条
例

長
洲
町
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正

長
洲
町
個
人
情
報
保

護
条
例
の
一
部
改
正

　

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
の

制
定
と
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
形
成
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
関

係
法
令
の
一
部
改
正
に
伴

う
改
正
。

長
洲
町
附
属
機
関
設

置
条
例
の
一
部
改
正

　

町
内
の
２
中
学
校
は
小

規
模
校
で
あ
る
た
め
、
生

徒
を
取
巻
く
様
々
な
教
育

条
件
に
課
題
が
生
じ
て
い

る
。
両
中
学
校
の
規
模
適

正
化
に
よ
り
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
か

を
調
査
す
る
た
め
、
学
識

経
験
者
等
を
委
員
と
し
た

「
長
洲
町
立
中
学
校
規
模

適
正
化
調
査
委
員
会
」
を

設
置
す
る
も
の
。

 

契
約

【
工
事
名
】

長
洲
小
学
校
屋
内
運
動
場

長
寿
命
化
改
良
工
事

【
場
所
】

長
洲
町
大
字
長
洲

【
契
約
金
額
】

１
億
１
０
４
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

株
式
会
社
山
本
組

【
契
約
の
方
法
】

条
件
付
一
般
競
争
入
札

 

腹
栄
中
学
校

 

長
洲
中
学
校

中学校の今後のあり方は、これからの
まちづくりにも大きく関係してくる

諫早湾潮受け堤防排水門

委員長
報 告

建設経済文教常任委員会

～有明海再生の根源的な
　解決を図るために～

　
「
有
明
海
再
生
の
根
源

的
な
解
決
を
図
る
た
め

に
、
国
が
福
岡
高
裁
に
よ

る
和
解
協
議
の
提
案
を
受

け
入
れ
る
よ
う
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
に
関
す
る

請
願
が
提
出
さ
れ
、
建
設

経
済
文
教
常
任
委
員
会
に

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し

い
財
政
状
況
に
対
処
し
、

地
方
税
財
源
の
充
実
を
求

め
る
意
見
書
が
採
択
さ

れ
、
衆
参
議
長
、
内
閣
総

お
い
て
２
回
に
わ
た
り
審

査
し
、
採
択
と
な
っ
た
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て

委
員
長
報
告
を
行
い
、
意

見
書
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
、
衆
参
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
、
農
林
水
産
大

臣
に
提
出
し
た
。

理
大
臣
等
関
係
大
臣
に
送

付
し
た
。

　

意
見
書
の
内
容
は
こ
ち

ら
。

 

議
提
第
４
号

 

議
提
第
３
号

日
本
政
府
に
意
見
書
提
出

日
本
政
府
に
意
見
書
提
出

定 例 会
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専
決
処
分

一
般
会
計
補
正
予
算

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
額
（
寄

附
額
）
の
伸
び
に
よ
る
予

算
。

【
歳
入
】

一
般
寄
付
金　

１
億
円

【
歳
出
】

積
立
金　

３
８
８
３
万
円

返
礼
品　

４
３
０
０
万
円

通
信
運
搬
費
１
０
４
万
円

専
用
サ
イ
ト
事
務
委
託
料

　
　
　
　
　

６
０
２
万
円

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
使
用

料
・
収
納
シ
ス
テ
ム
使
用

料　
　
　

１
１
１
２
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

（
大
雨
被
災
の
農
地
復
旧
）

　

８
月
の
大
雨
に
よ
る
災

害
復
旧
関
連
予
算
。

①
赤
田
区
内
の
畑
の
法
面

崩
落
に
対
し
、
二
次
災
害

を
防
ぐ
た
め
に
必
要
最
小

限
度
の
復
旧
仮
工
事
（
土

砂
撤
去
・
土
の
う
設
置
）

を
行
う
。

　
　

工
事
費　

８
３
万
円

②
河
川
の
増
水
に
よ
る
宮

崎
川
の
法
面
の
崩
落
に
対

し
、
崩
落
箇
所
の
浸
食
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
最
小
限
の
復
旧
仮
工
事

（
土
の
う
設
置
）
を
行
う
。

　
　

工
事
費　

４
０
万
円

③
大
雨
に
よ
り
発
生
し
た

施
設
の
雨
漏
り
に
対
し
、

屋
根
の
修
繕
を
行
う
。

　

修
繕
費　

１
４
０
万
円

問
（
竹
本
議
員
）

ふ
る
さ
と
納
税
の
額

が
前
年
度
よ
り
減
少
し
て

い
る
が
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

自
治
体
が
競
い
合
っ

て
取
組
む
中
、
町
の
寄
附

額
は
昨
年
度
の
半
額
程
に

な
っ
た
。
納
税
額
が
確
定

す
る
12
月
に
向
け
、
取
組

を
強
化
し
て
い
る
。

問
（
竹
本
議
員
）

畑
の
法
面
は
私
有
地

だ
と
思
う
が
、
国
庫
補
助

を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

今
回
は
国
が
認
定
す

る
大
規
模
災
害
に
よ
っ
て

被
害
を
被
っ
た
農
地
で
、

1
カ
所
の
工
事
費
が
40
万

以
上
と
い
う
こ
と
で
、
関

係
機
関
と
協
議
し
対
象
と

な
っ
た
。

問
（
磯
野
議
員
）

仮
工
事
と
い
う
こ
と

は
、
正
規
の
工
事
の
負
担

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

国
の
査
定
後
、
決
定

を
受
け
て
行
う
。
受
益
者

の
分
担
金
を
も
ら
う
必
要

が
あ
る
の
で
、
条
例
整
備

を
含
め
、
12
月
議
会
で
提

案
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

審議結果〈全議案可決〉 賛成…〇　反対…×
＊議長は表決に加わらない。

議案番号 事　　件　　名

前
田
美
和
子

中
川　

雅
明

福
本
み
や
子

大
森　

秀
久

竹
本　

信
次

荒
木　

睦
子

磯
野　
　

博

浦
邊　

朝
章

宮
本
哲
太
郎

濱
村　

芳
光

福
永　

栄
助

松
井　

一
也

濱
㟢　
　

久

徳
永　

範
昭

認定第１号 令和２年度長洲町一般会計決算認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第２号 令和２年度長洲町国民健康保険特別会計決算
認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定第４号 令和２年度長洲町後期高齢者医療特別会計決
算認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

＊賛否の分かれたもののみ掲載。

全議案については、こちら
の議会 HP から。

第1回
臨時議会

10月25日

主
な

質
疑

主
な

質
疑

ふるさと納税の返礼品
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町
政
を
問
う

町民約9000人が接種した

技術をもった若者に支援を！

問
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接

種
に
つ
い
て
、
12
月

議
会
で
の
町
長
の
発
言
通

り
、
行
政
を
挙
げ
て
万
全

の
体
制
で
実
施
さ
れ
、
多

く
の
町
民
か
ら
感
謝
の
言

葉
が
聞
か
れ
た
。
初
め
て

の
事
業
に
、ど
ん
な
苦
労
、

工
夫
や
努
力
が
あ
っ
た
の

か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

町
内
医
療
機
関
と
の

緊
密
な
連
携
に
よ
り
、
医

師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
と

の
接
種
体
制
や
全
庁
的
な

実
施
体
制
の
確
保
に
努
め

た
。

　

高
齢
者
を
７
月
中
に
終

了
さ
せ
る
こ
と
や
、
日
曜

接
種
の
た
め
の
医
療
者
確

保
に
相
当
苦
慮
し
た
。

　

土
曜･

夜
間
に
保
育

士
、
教
職
員
、
福
祉
施
設

職
員
、
中
学
生
、
外
国
人

等
へ
の
接
種
体
制
を
拡
充

す
る
た
め
、
感
染
対
策
に

変
更
を
繰
返
し
な
が
ら
工

夫
を
重
ね
対
応
し
た
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
情
報
に

関
し
て
、
特
に
ス
マ

ホ
を
持
た
な
い
高
齢
者
に

届
い
て
い
な
い
と
い
う
声

が
あ
る
。
他
に
も
高
齢
者

が
行
政
に
期
待
す
る
情
報

が
伝
わ
っ
て
い
な
い
現
状

だ
。
高
齢
者
に
も
情
報
を

分
か
り
や
す
く
届
け
る
創

意
工
夫
が
必
要
だ
。
今
後

情
報
発
信
を
ど
う
考
え
て

い
く
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

感
染
情
報
な
ど
瞬
時

情
報
は
デ
ジ
タ
ル
で
の
収

集
と
な
る
。地
域
公
民
館
、

介
護
予
防
拠
点
施
設
の

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ⅰ
の
利
用
が
可

能
と
な
り
、
ス
マ
ホ
教
室

も
実
施
し
て
い
る
。
地
域

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
積
極
的

に
取
組
ん
で
い
く
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
に
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
や
町
独
自
の
支

援
策
を
行
っ
て
き
た
が
、

そ
の
後
も
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
事
業
者
が
い

る
。
現
状
を
ど
う
分
析
し

て
い
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
ら

様
々
な
状
況
が
あ
る
。
飲

食
業
界
は
国
・
県
の
支
援

が
あ
る
が
、
雇
用
を
守
れ

る
か
と
い
う
不
安
が
あ

る
。
ま
た
、
先
の
見
え
な

い
状
況
に
多
く
の
事
業
者

が
心
配
し
て
い
る
。
商
工

会
、
旅
館
飲
食
店
組
合
、

金
融
機
関
、
事
業
者
等
と

連
携
を
図
り
、
現
状
、
影

福本みや子議員

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
対
応
と
産
業
回
復
へ
支
援
を

国
・
県
の
動
向
を
見
極
め
実
情
に
応
じ
支
援
す
る

答

響
を
十
分
把
握
し
、
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
支
援
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。

問
経
済
が
低
迷
し
て
い

て
も
、
や
る
気
の
あ

る
事
業
者
も
い
る
。
見
つ

け
出
し
て
相
談
に
乗
る
、

専
門
家
に
つ
な
ぐ
、メ
デ
ィ

ア
と
つ
な
ぐ
等
の
支
援
が

必
要
だ
。
苦
境
を
乗
越
え

よ
う
と
思
い
の
あ
る
事
業

者
に
寄
添
っ
た
対
応
と
支

援
を
期
待
す
る
。

答
（
町
長
）

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
対
策
を
打
つ
こ

と
が
喫
緊
の

課
題
だ
。
各

種
産
業
に
早

急
に
支
援
し

て
い
く
姿
勢

で
臨
む
。

潮さい（R3.11.15 No.147）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

教職員の働き方改革は待ったなしの課題だ！

問
新
型
コ
ロ
ナ
の
全
国

的
な
広
が
り
の
下
、

町
の
状
況
や
局
面
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

全
国
的
に
新
規
感
染

者
が
急
増
し
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

感
染
拡
大
の
局
面
を
迎
え

て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

問
町
の
陽
性
者
数
に
つ

い
て
、
人
口
比
で
見

た
場
合
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

８
月
29
日
ま
で
に

１
８
１
例
が
出
て
お
り
、

感
染
者
数
が
県
内
で
上
位

に
な
る
。
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

問
こ
れ
以
上
の
事
態
を

招
か
な
い
た
め
に
、

町
が
医
療
機
関
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ

問
教
員
の
働
き
方
改
革

で
、
学
校
現
場
に
お

け
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
を
ど
う
考
え

る
か
。

答
（
教
育
長
）

中
央
教
育
審
議
会
の

答
申
で
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
、
教
員
の
業
務
仕
訳
を

行
い
、
担
い
手
の
確
保
等

に
よ
り
負
担
軽
減
に
取
組

ん
で
い
る
。

問
小
学
１
、２
年
生
の

英
語
は
外
国
人
講
師

が
担
当
し
、
評
価
の
必
要

は
な
い
が
担
任
は
ど
う
し

検
査
の
委
託
契
約
を
結
ぶ

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

検
査
に
つ
い
て
は
、

国
が
県
を
通
じ
て
医
師
会

協
力
の
も
と
に
検
査
の
拡

充
を
し
て
い
る
。

問
営
業
を
自
粛
し
て
い

る
事
業
者
に
対
し

て
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

担
任
の
教
員
は
、
全

般
的
な
授
業
の
把
握
の
た

め
教
室
に
居
る
。

問
教
員
の
働
き
方
改
革

は
在
校
時
間
の
有
効

活
用
と
関
連
し
て
お
り
、

教
室
と
別
の
と
こ
ろ
で
教

材
研
究
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

や
り
方
を
検
証
し
て
は
ど

う
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

教
員
の
在
校
時
間
、

授
業
に
つ
い
て
は
学
校
教

育
課
が
指
導
等
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
毎
月

の
校
長
会
議
を
経
て
、
各

校
長
か
ら
教
職
員
に
情
報

提
供
・
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

問
費
用
は
発
生
す
る

が
、
中
学
校
の
部
活

指
導
者
を
町
で
採
用
で
き

て
、
町
独
自
で
リ
サ
ー
チ

を
し
て
い
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

ま
ん
延
防
止
等
に
関

す
る
巡
回
等
を
行
っ
て
い

る
。
た
だ
、
個
別
の
経
営

状
況
等
に
つ
い
て
の
や
り

取
り
は
行
っ
て
い
な
い
。

な
い
か
。

答
（
教
育
長
）

町
雇
い
職
員
も
含

め
、
２
か
年
に
わ
た
り
研

究
し
て
い
く
。

大森秀久議員

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か

経
験
の
な
い
感
染
拡
大
の
局
面
と
認
識

答

学
校
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
ど
う
考
え
る
か

教
員
の
業
務
を
仕
分
け
し

負
担
軽
減
に
取
組
む

答

〇市町村立学校における時間外在校等時間月80時間超勤務者の主な業務
 （複数回答 単位%）

校  種 年  度
教　材
研究等

部活動
校務
分掌

諸調査
等の事
務処理

保護者
対応等

その他

小 学 校
R１年度 70.0 0.7 45.6 34.5 24.7 26.2

R２年度 62.7 1.5 49.1 36.4 22.8 18.3

中 学 校
R１年度 64.0 72.0 53.8 26.0 17.7 16.2

R２年度 64.1 69.4 50.0 28.2 17.2 12.6

公立学校における働き方改革推進プラン検証報告書から抜粋（熊本県教育委員会）

潮さい（R3.11.15 No.147）
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町
政
を
問
う

問
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
医
療

提
供
体
制
の
充
実
・
強
化

を
図
る
べ
き
で
、
高
齢
者

か
ら
の
切
実
な
願
い
で
も

あ
る
皮
膚
科
・
眼
科
医
院

開
設
誘
致
制
度
を
導
入

し
、
開
業
医
誘
致
事
業
と

し
て
取
組
め
な
い
か
。

答
（
町
長
）

私
も
ド
ク
タ
ー
に
長

洲
町
に
来
て
開
業
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
と
相
談
し
、
様
々
な

課
題
等
も
あ
る
が
、
誘
致

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
変
わ
る

新
し
い
社
会
へ
の
適

応
や
行
動
制
限
が
長
期
化

す
る
中
で
、
介
護
予
防
支

援
の
現
場
で
起
き
て
い
る

課
題
に
向
け
て
取
組
を
ど

う
進
め
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
げ
ん
き
の
館
・
介
護

予
防
拠
点
の
休
館
に
よ

り
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も

り
や
活
動
の
低
下
が
フ
レ

イ
ル
状
態
を
招
く
こ
と
が

課
題
と
な
り
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
保

健
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
で

町
民
へ
周
知
し
、
介
護
予

防
対
応
に
取
組
ん
で
い

る
。

竹本信次議員

長
洲
町
開
業
医
誘
致
制
度
の
導
入
を

医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
と
相
談
す
る

答

問
ひ
き
こ
も
り
等
社
会

的
に
孤
立
し
て
し

ま
っ
た
人
の
い
る
世
帯

に
、
ど
こ
の
課
が
窓
口
と

な
り
、
ど
う
対
応
し
て
い

る
か
。

答
（
町
長
）

福
祉
保
健
介
護
課
や

社
会
福
祉
協
議
会
に
て
、

病
院
受
診
の
勧
奨
や
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
、
就
労

支
援
へ
結
び
付
け
て
い
る
。

問
80
代
の
親
が
50
代
の

子
供
の
生
活
を
支
え

る
８
０
５
０
問
題
に
つ
い

て
、
町
は
現
状
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

親
の
介
護
申
請
や
、

親
の
死
亡
後
に
判
明
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
全
体
像

の
把
握
は
困
難
で
あ
る
。

問
８
０
５
０
問
題
を
見

落
と
さ
な
い
た
め

に
、
町
と
し
て
何
か
取
組

ん
で
い
る
か
。

答
（
町
長
）

基
本
的
に
は
駐
在

員
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
等
の
地
域
か
ら
の
情
報

を
収
集
し
把
握
し
、
支
援

へ
つ
な
げ
て
い
る
。

問
８
０
５
０
問
題
の
よ

う
な
家
族
丸
ご
と
支

援
が
必
要
な
場
合
、
ど
こ

の
課
で
、
ど
の
よ
う
な
支

援
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

福
祉
保
健
介
護
課

で
、
世
帯
の
問
題
を
把
握

し
、
病
院
受
診
の
勧
奨
、

就
労
支
援
、
金
銭
管
理
等

の
支
援
策
を
講
じ
て
い

る
。

８
０
５
０
問
題
の
現
状
把
握
を

全
体
像
の
把
握
は
困
難
で
あ
る

答

町にはない診療所の整備を

求められる多様な支援

潮さい（R3.11.15 No.147）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

問
公
共
施
設
の
建
替
え

や
解
体
等
が
行
わ

れ
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、

そ
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
向
性
と
具
体
策

を
伺
う
。

答
（
町
長
）

長
洲
町
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
等
に
基
づ

き
、
様
々
な
観
点
か
ら
幅

広
く
検
討
し
、
有
効
活
用

を
行
う
。

問
こ
れ
ま
で
の
公
共
施

設
の
跡
地
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
活
用
が

行
わ
れ
た
か
。

答
（
総
務
課
長
）

出
町
区
の
前
浜
住
宅

跡
地
に
つ
い
て
は
、
民
間

な
い
が
、
除
去
後
の
他
用

途
へ
の
転
換
や
民
間
等
へ

の
売
却
を
含
め
、
検
討
し

て
い
く
。

問
跡
地
と
し
て
放
置
さ

れ
、
活
用
さ
れ
な
け

れ
ば
、
眠
っ
た
ま
ま
の
土

地
や
建
物
と
な
り
、
草
が

茂
り
、
景
観
上
や
衛
生
上
、

ま
た
防
犯
上
に
も
問
題
が

発
生
す
る
。
維
持
管
理
に

も
費
用
が
か
か
る
。
そ
こ

で
提
案
と
し
て
、
除
去
と

跡
地
活
用
を
同
時
に
考
え

て
欲
し
い
。

答
（
総
務
課
長
）

除
草
作
業
を
必
要
に

応
じ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
等
、
維
持

管
理
に
は
費
用
が
か
か
る

状
況
で
あ
る
。
今
後
の
跡

地
活
用
に
つ
い
て
は
、
除

去
、
集
約
化
と
と
も
に
並

行
し
て
検
討
し
て
い
く
。

問
未
使
用
の
土
地
や
建

物
が
増
え
る
こ
と

は
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
が

増
え
る
だ
け
で
な
く
、
活

用
す
る
こ
と
で
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
や
、

売
却
で
財
産
を
生
み
出
す

機
会
を
失
う
。
公
有
財
産

へ
売
却
し
、
多
く
の
住
宅

が
建
設
さ
れ
た
。
旧
上
沖

洲
保
育
所
は
、
そ
の
建
物

を
活
か
し
て
、
介
護
予
防

拠
点
「
げ
ん
き
の
館
」
と

し
た
。

問
今
後
、
跡
地
の
活
用

と
し
て
検
討
が
必
要

な
施
設
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ

る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

旧
水
防
倉
庫
、
旧
六

栄
保
育
所
、
六
栄
小
学
校

の
東
校
舎
、磯
町
内
倉
庫
、

旧
長
洲
町
物
産
館
、
グ

レ
ー
ダ
ー
倉
庫
の
計
６
施

設
で
、
平
原
団
地
の
除
去

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

問
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に

つ
い
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ

て
い
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）

具
体
的
な
活
用
方
針

が
決
定
し
て
い
る
施
設
は

は
大
事
な
町
の
財
産
、
有

効
的
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

答
（
町
長
）

公
有
財
産
を
無
駄
に

せ
ず
、
活
用
し
て
い
く
。

荒木睦子議員

公
共
施
設
の
跡
地
活
用
は

幅
広
く
検
討
、
有
効
活
用
を
行
う

答
　　　　　新しい住宅が建ち並ぶ
　　　　　前浜町営住宅跡地

保育所跡地を忘れないで！

潮さい（R3.11.15 No.147）
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町
政
を
問
う

問
一
ノ
割
地
区
周
辺
状

況
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。
道
路
計
画
は
あ
る

か
。答

（
町
長
）

地
権
者
等
と
話
合
い

を
行
い
、
平
成
28
年
３
月

９
日
付
で
地
権
者
等
関
係

者
へ
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
の

道
路
を
整
備
す
る
、
狭
あ

い
道
路
拡
張
拡
幅
整
備
事

業
で
対
応
す
る
旨
の
連
絡

を
行
っ
た
。
そ
れ
以
降
、

道
路
整
備
等
に
関
す
る
要

望
、意
見
等
は
な
い
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
町
道
整
備

に
関
す
る
計
画
は
な
い
。

問
泥
が
堆
積
し
て
い
る

用
悪
水
路
の
整
備
の

考
え
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）

町
内
の

側
溝
、
水
路

等
の
排
水
機

能
の
確
保
の

た
め
、
年
間

を
通
じ
て
維

持
管
理
の
予

算
で
対
応
し

て
い
る
状
況

で
あ
り
、
土

砂
の
堆
積
し

て
い
る
水
路

の
し
ゅ
ん
せ

つ
や
側
溝
清

掃
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
地
元
区
等
の
要
望
や

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
通

じ
て
把
握
し
た
箇
所
の
機

能
改
善
に
努
め
て
い
き
た

い
。

問
側
溝
蓋
の
整
備
の
考

え
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）

地
元
区
よ
り
要
望
が

あ
っ
て
い
た
の
で
、
道
路

と
の
段
差
解
消
の
た
め
、

部
分
的
に
側
溝
の
改
修
を

行
っ
た
。
ま
た
一
ノ
割
地

区
内
の
他
の
側
溝
に
つ
い

て
も
、
交
差
点
部
の
段
差

解
消
に
合
わ
せ
て
蓋
の
設

置
や
地
元
区
へ
の
側
溝
蓋

の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
危
険
箇
所
の
解
消

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
第
一
種
住
居
地
域
と

し
て
の
位
置
づ
け
は
。

答
（
町
長
）

一
ノ
割
地
区
は
、
都

市
計
画
で
は
第
一
種
住
居

地
域
に
区
分
し
、
住
居
の

環
境
を
守
る
地
域
に
な

る
。
そ
こ
で
町
道
と
し
て

の
道
路
整
備
を
検
討
し
て

き
た
が
、
地
権
者
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
状
況
だ
。

問
水
道
管
（
本
管
）
の

状
況
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）

こ
の
地
区
に
は
給
水

管
は
埋
設
し
て
お
ら
ず
、

個
人
所
有
の
給
水
管
が
多

数
埋
設
さ
れ
て
い
る
。

問
都
市
計
画
の
用
途
地

域
を
定
め
た
、
一
ノ

割
地
区
だ
け
で
で
も
こ
う

い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
６

月
議
会
で
お
尋
ね
し
た
荒

牟
田
、
内
牟
田
地
区
で
も

用
途
地
域
が
指
定
し
て
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道

路
整
備
等
い
ろ
ん
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
進
ん
で
な

い
。
都
市
計
画
と
ま
ち
づ

磯野　博議員

住
民
の
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
と
は

い
ろ
ん
な
課
題
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

答

く
り
が
、
果
た
し
て
リ
ン

ク
し
て
い
る
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

町
が
進
め
て
い
る
定

住
促
進
の
た
め
の
道
路
整

備
や
、
地
元
の
要
望
で

あ
っ
た
り
、
協
力
が
あ
る

と
こ
ろ
を
検
討
し
て
い
く

考
え
だ
。

問
地
方
自
治
法
第
１
条

の
２
第
１
項
の
、
地

方
公
共
団
体
は

住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ

と
を
基
本
と
し

て
と
あ
る
。
福

祉
の
増
進
を
図

る
と
は
何
か
。

「
住
民
の
幸
せ

な
環
境
を
つ
く

り
、
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り

を
せ
よ
」
と
い

う
こ
と
で
は
な

い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

町
民
が
望
む
幸
せ
な

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
一
ノ
割
地
区
は
地

権
者
の
理
解
や
地
域
住
民

の
方
々
の
思
い
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
る
。

９月定例会後に車両事故があった交差点

進まない道路改良（脱輪注意！）

潮さい（R3.11.15 No.147）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

問
教
育
委
員
会
は
虚
偽

回
答
を
し
た
の
か
。

長
洲
町
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
の
聞
き

取
り
調
査
に
、
事
実
に
反

す
る
回
答
を
し
た
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

判
決
の
内
容
は
、
虚

偽
説
明
が
あ
っ
た
と
判
断

さ
れ
た
。

問
事
実
に
反
す
る
部
分

の
朗
読
を
求
め
る
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

要
約
し
た
文
書
は
存

在
し
な
い
旨
の
説
明
が
、

虚
偽
で
あ
り
、
過
失
と
判

断
さ
れ
た
。

問
回
答
文
書
の
朗
読
を

求
め
る
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

文
書
は
既
に
廃
棄
さ

れ
存
在
せ
ず
、
報
告
書
も

作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

問
虚
偽
の
回
答
だ
っ
た

の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

説
明
が
虚
偽
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問
教
育
委
員
会
は
、
明

ら
か
に
事
実
に
反
す

る
回
答
を
し
、
虚
偽
説
明

を
し
た
。
検
証
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）

当
時
の
状
況
に
応
じ

て
議
会
に
説
明
し
た
。
検

証
は
裁
判
で
十
分
に
な
さ

れ
て
い
る
の
で
し
な
い
。

問
な
ぜ
法
律
違
反
ま
で

し
て
虚
偽
説
明
を
し

た
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

当
時
は
虚
偽
で
は
な

い
と
認
識
し
て
い
た
。

問
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
ウ

ソ
だ
と
決
め
つ
け
ら

れ
た
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

裁
判
所
の
判
断
だ
。

問
法
律
違
反
で
過
失
と

判
決
。
な
ぜ
控
訴
し

な
い
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

裁
判
に
判
断
を
委
ね

て
い
た
の
で
、
判
決
を
尊

重
し
受
け
入
れ
た
。今
後
、

再
発
防
止
に
取
組
む
。

問
原
告
が
和
解
を
申
し

出
た
が
町
は
蹴
っ
て

裁
判
を
続
け
た
。そ
の
時
、

校
長
が
、
正
義
の
証
言
を

し
て
結
果
が
変
わ
っ
て
き

た
。
町
は
な
ぜ
虚
偽
を
強

行
し
た
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

教
育
長
の
発
言
が
、

虚
偽
で
あ
り
、
違
法
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
教
育
長
が
ど
の
よ
う

な
認
識
が
あ
っ
た
の
か
お

答
え
で
き
な
い
。

問
教
育
委
員
会
全
体
と

し
て
長
洲
町
の
不
名

誉
だ
。

答
（
町
長
）

そ
う
し
た
経
緯
が

あ
っ
た
こ
と
を
受
け
控
訴

を
断
念
し
た
。

問
な
ん
と
し
て
も
こ
の

教
育
行
政
は
改
革
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教

育
行
政
の
根
本
を
洗
い
直

し
て
改
善
し
て
い
き
た

い
。
事
件
の
発
生
を
遡
っ

て
原
点
か
ら
調
べ
直
す
検

証
を
す
べ
き
だ
。

答
（
町
長
）

濱
㟢
議
員
の
教
育
に

対
す
る
情
熱
を
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。

濱㟢　久議員

教
育
委
員
会
は
事
実
に
反
す
る
回
答
を
し
た
の
か

判
決
は
虚
偽
と
判
断
さ
れ
た

答
学校教育課

潮さい（R3.11.15 No.147）
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　議長を拝命し、責任の重
さをひしひしと感じており
ます。
　住民の福祉増進のため
に、町の意思決定機関の代
表として、厳正中立で公正
公平な議会運営を行ってい
きたいと思います。

第 １ 回
臨 時 会
10月25日

田
た な り

成　護
まもる

　長洲町の「元気を創る」を目標に、明るく元気な町を目指してまいり
ます。子育て世代として子供が育つ環境、子育て環境の充実に取組んで
まいります。また、環境問題にも取組み、現在の住民の方や次世代の方
が住み良い環境にしてまいります。皆様のご指導、ご支援をよろしくお
願いいたします。

福
ふ く だ

田　史
ふみはる

治
　私が生まれ育ったこの町をこれから微力ながら、これまで以上にすば
らしい町にしたい。
　このたび、選挙カーで走って見て聞いて知ったこと、それは道路整備
が遅れていること、歩道が少ないこと、他にも諸問題が山積しているこ
とが目で見て分かった。焦らずできることから解決し、さらに人を呼び
込める町にしたい。

林
はやし

　敏
と し や

哉
　新人の林です。町民の皆様のくらしと健康、いのちを守る取組を第
一に、その為にも町民の皆様に寄り添い、身近で役に立つ相談相手に
なります。また、意見や要望を集約し、毎回議会で発言し、議会の様
子をお知らせしていきます。どうぞよろしくお願いいたします。

前
ま え だ

田  美
み わ こ

和子
　今回、皆様のあたたかいご支援をいただき２期目に挑戦できること
に深く感謝いたします。１期４年の経験をふまえ、コロナ禍での安全
安心な暮らしを目指し、定住化促進、子育て支援、福祉の向上や地域
防災活動に、女性目線で精一杯取組んでいきます。町民お一人お一人
が主人公となれる、やさしさあふれる町づくりを目標に頑張ります。

町議会新体制スタート！
10月25日、改選後初となる臨時会が開催され、議長・副議長等の選出

を行い、議会の組織体制を整えた。

福
ふくなが

永　栄
えいすけ

助
議
　
長

荒
あ ら き

木　睦
む つ こ

子
副
議
長

　「あなたの思いにより添
って」をキャッチフレーズ
に、今回３期目の議員とし
て活動をいたします。
　また、今回与えていただ
いた副議長という役目をし
っかりと果たし、議長を補
佐し、スムーズな議会運営
ができるよう努めてまいり
ます。

新 体 制
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浦
う ら べ

邊　朝
ともあき

章
　少子高齢化と人口減少が進む中、教育・子育て・福祉や医療の充
実・定住化と災害予防等に力を入れたい。
　議会活動においては、町民の代表として多くの人の声を聴き、町と
のパイプ役を担いたい。また、町民にわかりやすい議会を目指し、
様々な方法で発信を行いたい。責任をもって務めます。

徳
とくなが

永　範
のりあき

昭
　１期４年の議長経験で大変勉強させていただきました。町民の声を
町政に活かします。今回も多くの方に叱咤激励され、皆様の熱い思い
を感じることができました。町民の福祉の向上と地域社会の活力ある
発展を目指して努力します。

濱
はまさき

㟢　久
ひさし

　教育行政を根底から改革する努力を！
　長洲町は幼い少女を、だまし続けようとして和解にも応じず裁判を
続けたが判決で決着がついた。
　町は損害を償い町の予算から損害金を支払い賠償をした。こうした
教育行政を根底から改革するという強い決意で町をチェックします。

竹
たけもと

本　信
し ん じ

次
　町域は小さくてもキラリと輝くまちとして磨きをかけていくため
に、議会では執行部とお互い知恵を出し合い、議論を尽くすために
「一歩踏み出す勇気」と情熱をもって、町民の代表であることを強く
認識し、常に町民の声、地域の意見等を傾聴し、尊重したうえで、議
会の構成員として責任ある行動をします。

濱
はまむら

村　芳
よしみつ

光
　この度６期目の任期を迎えることができましたことを心から感謝申
し上げます。公平・公正な町政、教育・福祉の充実、快適な生活環境
の整備に取組みます。町民の皆様の声を一つでも多く町政に届けるよ
うに努めます。皆様のご指導とご鞭撻を賜りますようお願いいたしま
す。

福
ふくもと

本  みや子
こ

　これから歩む人口減少時代に、厳しくも前向きなチャレンジが必要
です。町民の皆様と将来構想（ビジョン）を共有し、『共にあした
を』創り出すまちになるよう議論を重ね、提言提案する議会をめざし
ます。
　女性の視点や行動力を活かし、みんなに優しいまちづくりに、知恵
を出し、汗を流す議員となるよう努めます。

松
ま つ い

井　一
か ず や

也
　これまでの議員経験で培った知識を活かし、住民の声を町政に反映
させるため、皆様方に信頼されるよう職務を全うしたいと思います。
　今後とも住民の皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたしま
す。

磯
い そ の

野　博
ひろし

　４期目の挑戦にあたり、多くの方々に叱咤激励され、皆様の意思
や、本町に対する熱い思いを改めて確認することができました。多く
の議論を重ね、行政と議会が前進していけるよう努めていくことこそ
が使命だと思います。自分の信念を持ち、皆様の納得いく政治、信頼
され、誇れる議会を目指して尽力してまいります。
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令和３年～７年　　

総務保健福祉
常 任 委 員 会

総務課、税務課、住民環
境課、福祉保健介護課、
子育て支援課、会計室、
下水道課、水道課が所管
する事務及び他に属しな
い事項を調査・審査す
る。任期２年。

委
員
長

　
磯
野
　
　
博

副
委
員
長

　
福
田
　
史
治

委
員

　
林
　
　
敏
哉

　
荒
木
　
睦
子

　
竹
本
　
信
次

　
浦
邊
　
朝
章

　
徳
永
　
範
昭

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
は
、
問

題
点
を
調
査
し
て
採

る
べ
き
対
策
な
ど
を

結
論
づ
け
た
り
、
議

会
の
内
部
組
織
と
し

て
審
査
を
行
う
。

一
部
事
務
組
合
議
員

●�

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員
（
２
人
）

　

当
選　

松
井　

一
也　

７
票

　

当
選　

濱
㟢　
　

久　

６
票

　
　
　
　

田
成　
　

護　

１
票

●�

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

（
１
人
）

　
　
　
　

中
逸　

博
光　

町
長

　
　
　

（
指
名
推
選
）

監
査
委
員
の
選
任

　
　
　
　

浦
邊　

朝
章

　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

議
長
・
副
議
長

議
長
選
挙　

結
果

当
選　

福
永　

栄
助　

13
票

　
　
　

林　
　

敏
哉　

１
票　

副
議
長
選
挙　

結
果

当
選　

荒
木　

睦
子　

13
票

　
　
　

林　
　

敏
哉　

１
票　

町
の
財
務
に
関
す
る

事
務
等
を
監
査
す
る

監
査
委
員
は
、
町
長

が
議
会
の
同
意
を
得

て
選
任
す
る
。

選挙
 結果

重要な役職は選挙で決定
長
洲
町
議
会

長 洲 町 議 会 組 織 図

常 任 委 員 会

議会運営委員会

特 別 委 員 会

議員全員協議会

政治倫理審査会

有 明 広 域 行 政 事 務 組 合 議 会 議 員

熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員

長 洲 町 監 査 委 員

総務保健福祉常任委員会

建設経済文教常任委員会

広報調査特別委員会

地域高規格道路（有明海
沿岸道路）整備促進調査
特別委員会

※議員の任期は４年。
（令和７年10月19日まで）

新 体 制
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ギカイの中身こうなっています！

建設経済文教
常 任 委 員 会

まちづくり課、建設課、
農林水産課、教育委員
会、農業委員会が所管す
る事務などに関する事項
を調査・審査する。任期
２年。 委

員
長

　
前
田
　
美
和
子

副
委
員
長

　
田
成
　
　
護

委
員

　
福
本
　
み
や
子

　
濱
村
　
芳
光

　
松
井
　
一
也

　
濱
﨑
　
　
久

ギカイの
POINT

議会は、住民全体の
代表者である議員で
構成され、町の意思
を、会議における議
決で形成する。

より詳細かつ専門的
な調査・審査を行う
ため、また議会運営
のために、様々な組
織を設置している。

委
員
会
ほ
か

議 会 運 営
委 員 会
議会を円滑・効率的に運
営するための全般的なこ
とを協議する。任期２
年。

委
員
長

　
福
本
　
み
や
子

副
委
員
長

　
田
成
　
　
護

委
員

　
前
田
　
美
和
子

　
磯
野
　
　
博

　
濱
村
　
芳
光

議 員 全 員
協 議 会

議案の審査や、議会の運
営に関して協議・調整を
行う。

議
員
全
員

（
議
長
が
主
宰
）

政 治 倫 理
審 査 会
議員が地位を不正に利用
し、利益を図ることがな
いよう審査する。任期２
年。

会
長

　
松
井
　
一
也

副
会
長

　
福
本
　
み
や
子

委
員

　
田
成
　
　
護

　
前
田
　
美
和
子

　
磯
野
　
　
博

　
濱
村
　
芳
光

特
別
委
員
会

広 報 調 査
特 別 委 員 会

議会だよりを発行し、議
会の活動をわかりやすく
住民に伝える。

委
員
長

　
荒
木
　
睦
子

副
委
員
長

　
福
田
　
史
治

委
員

　
田
成
　
　
護

　
前
田
　
美
和
子

　
林
　
　
敏
哉

　
福
本
　
み
や
子

　
濱
村
　
芳
光

地域高規格道路
（有明海沿岸道路）
整備促進調査
特 別 委 員 会

有明海沿岸道路の整備促
進のための調査を行う。

委
員
長

　
前
田
　
美
和
子

副
委
員
長

　
磯
野
　
　
博

委
員

　
議
長
以
外
の
全
員

様々なことを議員が
会議において決定する

特
別
委
員
会
は
、
特
定
の
案
件

を
調
査
・
審
査
す
る
た
め
、
必

要
に
応
じ
て
設
置
す
る
。
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な
が
す
議
会
だ
よ
り

議
長
 福
永
栄
助

広
報
調
査
特
別
委
員
会 〒
869‐

0198 熊
本
県
玉
名
郡
長
洲
町
大
字
長
洲
2766

TEL 0
9
6
8
‐
7
8
‐
3
2
9
1

FAX 0
9
6
8
‐
7
8
‐
1
0
9
2

※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に出てこんね！

■問い合わせ先

電話　７８－３２９１
議会事務局

手続きは住所・氏名・年齢を書くだけです

「ながす議会だより 潮さい」は　　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索

2
0
2
1
年
11月

15日
発
行

次の定例会は

開会の予定です
月13日（月）12

町民のひろば町民のひろば

N
o.147

研
修
報
告

研
修
報
告

　傍聴に行って気づいたことがありました。議場

は、議員も、質問に答える役場職員も年配の男性

が多く、皆背広姿で物々しい感じでした。住民の

半数は女性であり、若い人にも多く住んでもらい

町を活性化していかねばならないのに、町の議決

機関がこれでいいのかなあと感じました。

　質疑応答は具体的で、はぐらかしも、やじも

なく、真剣になされておりました。

　６月に北海道札幌市より転入してまいりまし

た。長洲町は風水害の少ない町だと聞いたこと

があります。８月に長雨が続きましたが、この町

に大きな被害がなかったのは、加藤清正公が干

拓事業を進めてこられたためなのかと思います。

　近年、全国各地で誰もが予想できない豪雨災

害が多発しています。今一度、避難場所、避難

施設、避難道路を見直し、災害から命を守れる、

安心して暮らせるまちづくりを進めていただき

たいと一心に願うばかりです。

広
報
委
員

発
行
責
任
者

委
員
長
　
荒
木
　
睦
子

副
委
員
長
　
福
田
　
史
治

委
　
員
　
田
成
　
　
護

委
　
員
　
前
田
美
和
子

委
　
員
　
林
　
　
敏
哉

委
　
員
　
福
本
み
や
子

委
　
員
　
濱
村
　
芳
光

議
　
長
　
福
永
　
栄
助

発
行
責
任
者

編
　
 集

傍聴席から 町民の声

た
わ
わ
に
実
る
柿
の
実
に
、
黄
金
に
光
る
稲
穂

と
、
よ
う
や
く
季
節
が
変
わ
り
、
秋
も
深
ま
っ
て

き
た
。
議
会
が
新
体
制
と
な
り
、
広
報
委
員
会
も

新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
議
会
だ
よ
り

「
潮
さ
い
」
が
さ
ら
に
町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
広
報
活
動
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
荒
木
）

10
月
６
日（
水
）、
県
町

村
議
会
議
員
研
修
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
の
た
め
役
場
に

お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
と
な
っ
た
。

　
「
日
本
の
政
治
経
済
の

展
望
」
と
題
し
て
、
流
通

経
済
大
学
の
龍
崎
孝
先
生

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

総
裁
選
に
よ
る
岸
田
内

閣
の
方
向
性
、
衆
議
院
選

挙
の
焦
点
等
々
、
大
変
興

味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
町
民

を
支
援
し
て
い
く
た
め
、

町
議
会
議
員
と
し
て
も
国

の
動
向
と
今
後
の
経
済
政

策
を
し
っ
か
り
と
見
据
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今村　富香さん（新町）

ひ
と
言

ひ
と
言

　

平
成
13
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
長
洲
町
情
報
公
開
制

度
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

請
求
に
基
づ
い
て
議
会
が

保
有
す
る
情
報
を
公
開
す

る
も
の
で
あ
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し

て
、
よ
り
一
層
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
10
月
１
日
か

ら
令
和
３
年
９
月
30
日
ま

で
の
議
会
情
報
公
開
請
求

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

長
洲
町
議
会

情
報
公
開
制
度

塩田　眞祥さん（上町）
しんしょう




